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1　 目　的

　理科授業にお い て ， 生徒の メタ認知を活性化さ

せるた めには，問題解決過程 の 文脈で ある観察 ・

実験活動の果たす役割は大きい 。 本研究は，質問

紙調査によ っ て，観察 ・実験活動における高校生

の メ タ認知の 実態を明 らかに し （研究 1），さ ら

に得 られ た知見に よ り，高等学校理科にお い て ，

メタ認知を活性化するため の 教授法を開発 し， 実

践的に検証する こ とを目的とする （研究 2）。

2　方 法

（研究 1） 「メタ認知」 および 「メタ認知活性化」

の 定義　本研究で は ，
Flavell （1976），　 平島

（2006）の 考えをもとに，メタ認知 を
“
認知を 「観

察」 お よび 「制御」 の 対象とする認知
”

とし，メ

タ認知活性化を
“
認知 に対する 「観察」 と 「制御」

の活動を活性化する こ と
”

とする。対象者　公立

高等学校 4 校 716名 （1学年 280名，2学年 330

名， 3 学年 106名〉 。 質問紙　木下 ・松浦 ・角屋

（2005）が開発 した メタ認知尺度 14項目。 調査時

期 2006年 5月〜 7月。

（研究 2）協 同的課題解決の 定義　本研究で は，

協同的課題解決を次の ように考え る 。
“一

般的 ・抽

象的な科学的概念を，理論的モ デル に よ っ て生徒

に説明した後， 科学的概念を生か して解決する現

実的な課題を提示する 。 生徒は，グループで 課題

解決の ための仮説と目的を設定し，実験方法を計

画 ・実行する
”

。なお，本研究で は，高等学校理科

におい て ，協同的課題解決によ る授業と，従来の

教授法による授業 との比較を通 した質的 ・量的分

析を行い ，その効果につ い て 検討する 。

参加者　公立高等学校 （普通科） 1年生 2 クラス

を実験群と対照群に割 り当てた。実験群の 生徒数

35名 （男子 15名，女 20名），対照群の生徒数 38

名 （男子 14名， 女 24名）で あつた。

授業手続き　本研究の対象となる授業は，理科総

合A の 中の 小単元 「化学反応式と量的関係」 の
一

部で ある 。

　実験授業では（2．0単位時間），  事前テス ト（メ

タ認知尺度），  化学反応式 と量的関係につ い ての

学習，  チ ョ
ー

クの 主成分を調べ る実験の計画 ・

実行，  学習の まとめ ，   事後テ ス ト （メタ認知

尺度），  授業の感想，の順に実施する。

　一方，対照授業 （2，0 単位時間）では，    実験

群と同じ，  化学反応式における係数比と物質量

比が 同じとな る こ との検証，      実験授業と同

じ，
の 順に実施する。

3　 結 果

（研究 1）メタ認知尺度 14 項 目に対して因子分

析 （主因子法 ・プロ マ ッ ク ス 回転）を行っ た と こ

ろ ， 高校生 の メタ認知に は，「自分自身に よ る メ タ

認知 」 （例 ， 次に何 をする の か考えながら， 観察や

実験をするよ うに して いる），と 「他者との関わ り

による メタ認知」（例，グループの 話 し合い で友だ

ちの意見を聞い て ，自分の意見を考え直す こ とが

ある）の 2 つ の 因子が抽出された。

（研究 2 ）事前テ ス トの結果を統制変量として ，

事後テス トの結果につ い て共分散分析を行っ たと

こ ろ，実験群の 「他者との関わ りによるメタ認知」

の 平均値は，対照群の それ よ り有意に高か っ た

（表 1）。

表 1　 メ タ認知 （事後 ）の 下 位尺 度 の 平均値 （SD） およ び

　　　共分散分析の 結果

下位 尺度
対 照 群 　実験群 　　F値

N＝35　　N＝38　　〔1，70 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Mean 　 3．35　 　 3、77
白分自身に よ る メ タ 認知 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　2．62
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SD 　　　　（〔，．61）　　（072 ）

他 … 関わ ・による メ 撒 燉 翻 もll ・・…
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